





ケラフ州会南北 i二分けると、北ケにはイスラム絞徒が多く居住し、南よりも投育がi出 l~貧しい傾向がある υ しか
外国に出稼ぎに行く人々も増え、教育の主主要性が訟織されつつある。男性であれば高年齢から若年層まで高等救育






















































































































ク (CheramanJuman Masjid， Cheraman Mosque) がつ
くられた。これはインド最古のモスクとされ、現在、こ
の地は「インドのメッカ」と呼ばれている(写真1)。














現状について、現地調査を2010年 8 月 3 日 ~12 日に実施
した。調査地は図 1の通りで、北ケララのカヌール





































































































育運動があり、 1936年に小学校(Iowerprimary schooI) 







































ん (Ms.Faiza Moosa， 52歳) (写真6) 
写真6
タルセリのファイザ・モー
サさん左は自宅
(ケララ 2010) 
彼女の親世代では、男子は大学に進学しでも、女子は
学校に行かないのが普通で、あった。彼女の世代では、女
子は10歳までの小学校には行けたが、それ以上には行け
なかった。このような時代に、彼女はクリスチャンの女
子大学に行き経済学専攻(現在は男女共学の大学になっ
ている)である。彼女が大学に進学できたのは、祖父
(現在70歳)が改革主義者であったためである。彼女の
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きょうだいは、この地域では例外的に学校に行き勉強す
ることができたのだという。夫の妹(現在日歳)は、こ
の地方で初めて大学に進学した女性であるが、大学卒業
後は結婚して主婦になった。ファイザさんは結婚後、さ
らに大学院に進学してイスラムについて学んだ。現在は
料理研究家として有名である。
③ カヌール (Kannur)のモハメッド・コヤマ氏(65歳)
マドラス (Madras)の元大学教授で英文学専攻。父親
も英語の先生、 6人きょうだいのうち、男性は自分ひと
りで他の 5人は女である。彼の子ども時代にイスラムの
学校はなく、彼は高校(10クラス)まではキリスト教系
の男子校に通った。この学校を卒業後、男子はさらに上
級学校に進学するのが一般的であった。女子にもキリス
ト教系の高校 00クラス)があった。女子は中・高校を
卒業すると結婚するのが一般的で、さらに進学する人は
ほとんどいなかった。現在は男子高、女子高ともプラス
2まで教える政府援助の学校になっている。
以上を要約すると、現在日~60歳代の人々は、イスラ
ム教を信じる人々もキリスト教系の学校に通ったと話し
ている。ケララナト|の教育を推進する上で、キリスト教の
影響が強かったことがうかがえる。ケララ什|のイスラム
教徒は、男子は教育を受けても、女子はほとんど教育を
受けなかったが、世代により急激に変わり、最近では男
女とも同様に教育を受けるようになっている。プラス 2
は当り前となり、さらに大学・大学院まで進学する人が
増えている。
ケララには地元に産業がないため、海外で仕事をする
人が増えるにつれ、仕事をするには教育を受けることが
重要であると認識されるようになってきた。しかし、海
外で働くのは男性が多く、女子は結婚後、家族として一
緒に行くこともあるが、自分の親と家庭に留まっている
ことが多い。
4.マラパール・イスラム教徒の結婚・家族
イスラム教徒の女性はどのような家庭生活や日常生活
をしているのであろうか?
現地で民家訪問や女性への間取り調査を実施した際、
北ケララのイスラム教徒の家庭は、この地に古くから住
むイスラム教徒のみでなく、外から来たイスラム教徒も、
ヒンドゥー教のナヤール社会でなされてきた結婚・家族
のあり方を模倣して続けていると、現地の人々が語って
いた。前述のムハメッド・コヤマ氏によると、このよう
な生活をしているのは、世界中のイスラム社会でマルパー
ルのムスリムのみという。
そこで、本稿では、まずはナヤールについて論じた上
で、 2010年にイスラムの結婚・家族について民家訪問し
た調査結果について報告する。
服部範子
1 )ケララのナヤールの家族について
ケララのナヤール (Nayar) といえば、家族研究者の
問では妻方住居へ男性が通う妻問婚をし、夫婦は同居し
て暮らさないことや、女性たちが結婚後も親元に留まる
家族生活をし、家・土地などを母から娘へと女性が相続
していく母系制の事例として世界的に有名で、ある。
このようなナヤールの結婚・家族における母系制はイ
ンド独立後、法的には廃止され消滅したと報告されてい
る o
2009年のケララ調査の際、名前にナヤールとある人々
に出会い、コーチンでナヤールの家庭を訪問した。訪問
した家庭では今は一つの敷地内に、老夫婦が同居して暮
らし、妻の弟の家族が別棟で住んでいた。この夫婦には
子どもが3人(男2人、女1人)おり、皆成人している。
息子2人は仕事のため他什|に住んでおり、年に I回戻っ
てくる程度である。 1人娘は夫の社宅に住んでいたが、
今は親たちと同居している(写真7l。
写真7 ナヤールの夫婦と娘
(ケララ 2009) 
名前についてみると、男性は婿入り婚をするが、結婚
後も名前は変わらない。子どもは母親の家を継ぎ、子ど
もの名前は、自分の名前の後に母親の家の名前を付ける。
女子が複数いる場合、末娘に家の権利があり、家を継い
で老親の世話もする。女が家を継ぐとしても、生まれて
くる子どもの性別を選好するということはなく、女子が
いない場合には養女を後継ぎにすることもできる。家以
外の土地などの財産は男女が平等に相続するとのことで
ある。
結婚は見合いで、インドではダウリーが大きな社会問
題になっているが、ナヤールではダウリーはない。結婚
式は女の家でし、女性が男性にターリ (Thali) という
首飾りをつけてもらい、甘いものを食べ、花嫁方の父親
が新婚カップルに手をつながせると、夫婦は手をつない
だままで室内を 3固まわるという簡単なものである。結
婚式の費用は女性側がもち、男方の親族は式の後には男
をおいて帰ってしまう。この家の娘の結婚式には自宅に
男性側の親族なと'300~500人が訪れたO
116 
日常生活についてみると、昔は大家族で台所は一つで
食事などは一緒にして暮らしていた。しかし、最近では
敷地内でも別棟で生活したり、同一家屋で生活する場合
も、食事などは別々にするのが一般的である。結婚後、
どちらの家に住むかなどは、最近では妻方とは限らず、
相I炎してijそめる。
この家の娘は現在、親と同居して暮しており、今後も
妻方に居住し女が家を継いでいくナヤールの基本的なシ
ステムは続くであろうと考えていた。
さて、 2010年の現地調査の際、ナヤールの丈化、著名
人、日常生活なとぐについて、ナヤールによって書かれた
丈書を入手した凶。それによれば、ナヤ ルの結婚では
女性の家に男性が通ってくる妻問婚だが、厳しい一夫一
婦婚ではなかった。複数の男性が通ってくることもあり、
また、男性が通ってこなくなったり、女性の側も通って
くる男性を断るような儀礼があり、男女の関係は必ずし
も永続するものでなかった。このようなナヤールの結婚
がイギリス植民地の時代には、当時、流行していた進化
論的な結婚・家族の発展段階論的にみると、一夫一婦に
移行する中途の段階だなどと、批判的に見られていたこ
とが指摘されている l:l'，家・家産は祖母から母へ、そし
て、娘へと継承される母系制をとるが、実際にはその家
の男性が管理・運営などをしている。生まれた子どもの
養育について、家に通ってくる父親に養育義務・責任は
なく、その家に同居する叔父たちが子育てするという。
2 )イスラム教徒の家庭生活
現在のイスラム教徒の家庭生活はどのようであるかに
ついて、若干の検討をする。
コジコーデ (Kozhikode) (1日名カリカット)には現在
も海外から来たイスラム教徒が多く住んでいる。この地
域の伝統的な建物に住む家庭を 2軒訪問した。
一軒は、約400年前に建てられたこの地域でも古い木
造建物に住む家庭である。案内してくれた男性は60歳、
妻であるこの家の長女が跡継ぎをしている。約80人が居
住していたことがあるが、現在は約40人で暮らしている。
先祖はアラブの方から来ており、初代には 7人子ども
(女5人、男 2人)がいた。しかし、男子2人は早死に
したため、女5人は婿取り婚をし、以後、同様に女性が
跡継ぎをして現在に至ったと語っている。この家屋には
妻方の姉妹も婿取り婚をし、 3ファミリーで暮らしてい
る。この家族の子ども 2人は男子である。中学生の男子
は将来、エンジニアとして湾岸で働くことを希望し、こ
の地域では海外で働くのが当然のようであった。
もう一軒は150年前に建てられた家で、 40人が一緒に
暮らしていた時代もあるが、現在は約20人で生活してい
る。女性が代々、跡取りをしてきており、現在4代目で
インド・ムスリム女性の教育と家庭生活 北ケララ調査 (2010)より
ある(写真8)。
写真8 コジコーデのイスラム教徒の
家庭と暮らし(ケララ 2010) 
一世帯(家族)の人々
家庭の室内
この屋敷の玄関から右手には母親方の姉妹の子ども
(いとこ)の家族が計10人が暮らしている。左手には、
男性57歳、その妻52歳の夫婦と、次女家族と三女家族が
同居している。左側の家では、食事や洗たくなど、日中
の生活は共同で営んでいる。二層式の洗濯機は昨年、購
入した。それまでは裏庭で井戸から水汲みをし洗濯板を
利用し、洗濯物を振り回すやり方で洗濯していた。 洗濯
機を利用するようになり、大変、楽になったことを嬉し
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そうに話した。
父親の時代にはこの家の皆が男女とも食事は一緒にテー
ブルを囲んでしていた。今は屋敷で2グループに分かれ
て食事、洗濯などしているが、共同で助け合いする部分
もある。
屋敷内は小さな部屋が並びプライパシーは保持されて
いる。それと同時に、生活を共同する大部屋もある。子
育てなどは日常的にサポートしあい、結婚式や祭りなど
は一緒にして暮している。
この家の男性たちに婿入り婚について尋ねると、男性
は家の外に働きに出かけ不在がちだから、家に留まる女
性には婿入り婚は良い。男性も婿たちは助け合い一緒に
楽しく暮らせるので良いという。訪問中に湾岸で働いて
いる男性が休暇中で、戻ってきたと親を訪問してきた。こ
の男性も他家に婿入り婚をしており、帰国中には妻の家
に戻っているという(写真9)。
写真9 他家に婿入りした男性が
実家を訪問中(右端)(ケララ 2010) 
最近では仕事があれば、家から一時的に働きに出てい
くため、この屋敷は人の出入りが頻繁である。そのため、
住人数は流動的である。そして、経済的な余裕ができる
と、この家を出て別の家に住む傾向が生じている。 海外
からケララに入ってきた人々が、現在は逆に海外に働き
に出かけている状況である。
3 )最近の結婚・家族生活の変化
最近の結婚・家族生活の変化について尋ねると、最近
の結婚式は夫の家ですることが多くなったという。伝統
的なイスラム教徒の婚姻儀礼は花婿と花嫁の父親との問
でなされる簡単なものであった。新郎が新婦の父親へ金
の贈り物をする。そして、イスラム教徒の牧師の前で登
録すれば、結婚式は終わりである。しかし、最近は派手
な披露宴をするようになり、以前は結婚式の問、女性は
隠れていたが、女性も人前に出るようになった。
訪問した家庭では結婚式の際に分厚い記念アルバムを
つくっていることが多く、それをt寺ってきてはいろいろ
教えてくれた。披露宴には1000~2000人もの人々を招待
服部範子
していた(写真1O~11)。
写真10 ムスリムの婚姻儀礼
花婿と花嫁の父親との儀式(タルセリ)
写真1 結婚の記念写真(タルセリ)
結婚後、女性は夫の名字に変わるようになってきた。
しかし、結婚後は妻方居住し親と一緒に生活することが
多い傾向が続いている。経済的に余裕があれば、伝統的
な婿入り婚をし、結婚後の一時期、妻方親族と同居して
暮らした後、別居する人々が増加する傾向にある。また、
若い人々は海外に働きに出るのが近年、一般的になって
きているため、親と同居して暮せなくなっている。そし
て、若い女性も結婚後、親たちと暮らす結婚を好まず、
自分たちだけの生活を好むようになってきている。 しか
し、親と別居し生活している場合にも、結婚後の親族関
係は、妻方親族を優先する傾向がある。たとえば、祭り
など特別な日には妻の家に夫はいるべきと考えられてい
るとのことである。
妻方居住で妻方親族を優先するなど母系制大家族の生
活の名残りが見られるが、日常生活においては家族内で
核分離する傾向や、実際に核家族化が生じている。結婚
式や名字の夫方への改姓については、キリスト教の教育
や欧米丈化の影響であるのか、父系に移行してきている
のである。
女性の日常生活についてみると、一人で買い物など外
出でき、顔や姿をベールで隠さずに外出できるなど、パ
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ルダはそう厳しくない。 しかし、コーチンのような都市
部でも、女性がこのような生活・行動ができるようになっ
たのは、約15年前からに過ぎないとのことである。
考察及びまとめ
インドにおいては近年、積極的な教育推進策が実施さ
れている。このような状況下において、イスラム教徒の
教育が遅れていること、とりわけムスリム女性の教育が
遅れていることが問題視されている。そこで本稿では、
インドで教育が最も進んでいるケララ什|において、イス
ラム教徒の女子教育の現状と、女性たちの家庭生活につ
いて若干の検討を試みた。
ケララは一般的にはコーチンから南ケララのキリスト
教の影響の強い地域というイメージがあるが、北ケララ
にはイスラム教徒が多く居住し、そして、南よりも教育
も遅れ貧しい傾向がある。近年、外国に出稼ぎに行き豊
かになる人々も増え、南ケララほど教育熱は過熱しては
いないが、徐々に教育の重要性が認識されるようになっ
ている。世代的に尋ねると男女で全く異なり、男性は高
年齢から若年層まで高等教育を受けているような家庭で
あっても、女性が教育を男性と同じように受けられるよ
うになったのは、つい最近のことである。厳しかった
わりレダ」も最近では薄れ、女性は日常生活において、
一人でベールをかぶらないで外出可能である。
ケララ州の就学率はインド全体でみると高いが、女性
は家庭を守るのが大事だという考え方が強く、女性は結
婚すると家庭に入るのが一般的である。北ケララでは南
より遅れて、近年、女性も学校に通えるようになってき
た。しかし、若年層の高等教育を受け専門的な仕事に従
事しているムスリム女性も、結婚後は家庭に入るのが一
般的である。
マラパールのイスラム教徒はナヤールの結婚・家族生
活を模倣してきたとされる。北ケララのイスラムの人々
は生活を維持していく上で、緊密な相互の人間関係を維
持し、相互援助をする必要があった。ケララでは上の階
層のナヤールの結婚・家庭生活、とりわけ母系制の家族
生活のあり方は、女性の置かれた丈化社会な基盤や土壌
は全く異なるが、女性を社会的に隔離するイスラム圏の
慣習からみると、それを表面的に取り入れるのは好都合
なことであったのであろう。
また、このような結婚・家族のあり方は、インドのダ
ウリー問題を回避する意図も潜んで、いる。すなわち、イ
ンドではヒンドゥ一教徒に限らず女性が嫁入り婚をする
際、ダウリーのため、父親は娘に財産分けをしなければ
ならない。反ダウリ一法が1981年に制定されたが、ダウ
リーは依然として大きな社会問題となっている。インド
のダウリーは、周辺諸国でも本当に大変な問題だと噂し
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